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産省 2006）によれば，現在コシヒカリは 627,800ha 作付けされており，全
体の 37%を占める．また，22 府県で収穫量 1 位品種であり，全国で最も多く
栽培されている品種である． 



























は 2007 年 4 月 5 日に水選を行い，コシヒカリの種子は同日に比重 1.13 で塩水
選を行った．選別した種子は，4 月 10 日に温湯消毒催芽機「湯芽工房（タイガ
ー・カワシマ社製）」により 60℃で 10 分間温湯消毒し，流水で 3 日間浸種し
た．その後，28℃で 14 時間催芽処理を行った．催芽種子は 4 月 13 日に，
60cm×30cm×3cmの田植機移植用育苗箱に乾籾換算で 80g/箱を播種した． 
育苗箱は，ハウス内で保温シートをかけて４日間育苗し，その後保温シート
をはずし農場の慣行法で 22 日間育苗した．移植は 5 月 8 日に行い,ゆうだい２
１，コシヒカリとも草丈約 16cm，葉齢 4.0 の中苗を 1 株あたり 3 本として栽
植密度を 18 株/m²に設定し，6 条乗用側条施肥田植機で行った．除草剤は「ク




 試験区の構成を第 1 表に示した（数値は全て窒素換算）． 
・ 標準施肥区 
農場の慣行法｛基肥（全層＋側条）：追肥第 1 回：追肥第 2 回＝（3＋3）
kg：1kg：1kg｝で栽培した（第 1 表）．施肥は，2007 年 4 月 24 日に化成肥
料「JA はが野専用 A925 号」（N-P₂O₅-K₂O：10%-18%-16%）を窒素成分で
3kg/10a を施用し，同じ化成肥料を田植え時に稲体の横 3cm，深さ 5cm の溝
を作って，窒素成分で 3kg/10a 施用した．追肥として，7 月 6 日と 7 月 17 日
 3 
に化成肥料「くみあい NK-C3 号」（N-P₂O₅-K₂O：18%-10%-16%）を，窒
素成分で 1kg/10a 施用した． 
 
・ 多肥区 
慣行法より多肥条件｛基肥（全層＋側条）：追肥第 1 回：追肥第 2 回＝（3
＋6）kg：2kg：2kg｝で栽培した（第 1 表）．施肥は，2007 年 4 月 24 日に
化成肥料を窒素成分で 6kg/10a を施用し，同じ化成肥料を田植え時に稲体の
横 3cm，深さ 5cm の溝を作って，窒素成分で 3kg/10a 施用した．追肥として，







第１表 試験区の構成．      
 基肥   追肥 試験区           （㎏ N/10ａ）   （㎏ N/10ａ） 
ゆうだい２１ 標準施肥区    堆肥２ｔ 全層３ｋｇ 側条３ｋｇ 追肥１ｋｇ×２ 
ゆうだい２１ 多肥区     堆肥２ｔ 全層６ｋｇ 側条３ｋｇ 追肥２ｋｇ×２ 
コシヒカリ   標準施肥区     堆肥２ｔ 全層３ｋｇ 側条３ｋｇ 追肥１ｋｇ×２ 
コシヒカリ   多肥区     堆肥２ｔ 全層６ｋｇ 側条３ｋｇ 追肥２ｋｇ×２ 
試験区面積は、各試験区５ａとした．    
基肥は化成肥料（Ｎ-Ｐ₂O₅-Ｋ₂O：10％-18％-16％）を用いた．  
追肥は化成肥料（Ｎ-Ｐ₂O₅-Ｋ₂O：10％-18％-16％）を用いた．  









葉数，茎数を調査した．生育調査地点として，5 株 2 条の計 10 株を１試験区
当たり 3 地点設置した．各試験区 2007 年 5 月 22 日（移植後 14 日後）から 8




開葉の 1 葉前の葉を測定した．各試験区 2007 年 6 月 19 日（移植後 42 日）






   分げつ調査は 2007 年 6 月 19 日（移植後 42 日）に行った． 
 
・ 病害調査 
病害は，いもち病と紋枯れ病について調査した．1 試験区につき 40 株を 3




上位葉の葉鞘部に病斑のある場合を 3 とし，その下の葉の葉鞘にある場合を 2，
 5 




倒伏程度は，1 試験区あたり 3 ヶ所を調査した．稲体が直立している場合を
0，完全倒伏している場合を 5 として 0～5 の 6 段階で評価した．調査は 2007
年 9 月 8 日（移植後 123 日）に行った． 
 
・ 押し倒し抵抗，挫折重測定 
1 試験区につき 3 地点，生育調査区内と同程度の茎数 2 株を選び，上村ら
（1985）の方法により，地際から 20cm の地点に大起理科工業社製倒伏試験
器（DIK-7401）をあて，調査株が押し当てた地点から 45 度に傾いた時の値
と，地際から 5cm 上の株基部の外周の値を測定した． 
その後，押し倒し抵抗を測定した株を抜き取り，1 株につき 3 本の茎（主
茎）を選び，その茎の第 4 節間と第 5 節間の長さと太さを測定した．次に，
測定した茎の第４節間の挫折重を，丹野（1997）の方法により，挫折試験器
（木屋製作所 茎稈挫折性試験装置 TR-2s 型）で測定した．その際，葉鞘
は全て取り除き測定した． 




地点周辺から選び掘り取った．2007 年 7 月 5 日（移植後 58 日）と，8 月 6












佐藤（1998）の方法により，粉末試料を 80℃で 1～2 日間乾燥させ，デシ
ケータに入れ放冷し，0.125g 正確に秤量し，白金坩堝に入れバーナーで灰化
させた．灰化させた後，炭酸ナトリウムを 1g 加え 900℃で 10 分間融解させ
た．白金坩堝ごとテフロンビーカーに入れ，60℃に温めておいたステンレス
製蒸留水で固形化した融解物を溶かした．完全に溶解したら塩酸を 15ml 加え






収量と収量構成要素算出用の試料は、コシヒカリは 2007 年 9 月 18 日（移
植後 133 日）に採取し,ゆうだいは 9 月 20 日（移植後 135 日）に採取した．


















収量構成要素の 1 穂籾数と登熟歩合の調査用に掘り取った 5 株を用いた．1

















   第 1 図に農場がある真岡市の水稲生育期間中の旬別日平均気温，旬別日平




  第 2 表に生育の概要を示した． 
草丈はゆうだい２１の方がコシヒカリよりも高かった．葉数は，ゆうだい
２１の方がコシヒカリよりもやや多くなった．標準施肥区において最大茎数


































































2007年 平年値  
第 1 図 2007 年度真岡市の平均気温・日照時間・降水量の推移． 
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第２表 生育経過．               
 最終 最大 有効茎 
試験区 草丈 葉数 茎数 穂数 歩合 
  （㎝）   (本/㎡) (本/㎡) （％） 
出穂日 倒伏程度 
ゆうだい２１ 標準施肥区    136  15.4  545  326  59.8  8 月 8日 1.0  
ゆうだい２１ 多肥区     135  15.3  546  335  61.4  8 月 7日 1.0  
コシヒカリ   標準施肥区     116  14.4  506  331  65.4  8 月 2日 2.0  







  草丈の推移を第 2 図に示した． 
生育期間を通してゆうだい２１はコシヒカリよりも高く推移した．出穂期



































































































(％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)
ゆう標 3 100  3-P 8  3-1 100  3-2 92  3-3 50  3-4 8  3-P-1 8  3-2-1 8
１２個体 4 100  4-P 8  4-1 100  4-2 92  4-3 58  4-4 8  4-1-1 8  4-1-P 8
5 92  5-P 8  5-1 58  5-2 58  5-3 8  5-P-P 8 5-P-1 8 5-P-2 8
6 92  6-P 8  6-1 33




１３個体 3 54  3-P 7  3-1 46  3-2 54  3-3 31  3-4 7  3-1-1 7  3-2-P 7
4 100  4-P 38  4-1 85  4-2 77  4-3 31  4-4 7  4-P-1 7  4-1-1 15  4-1-2 7
5 100  5-P 38  5-1 92  5-2 54  5-3 31  5-P-1 7
6 100  6-P 7  6-1 38  6-2 7
7 92
8 100
コシ標 3 43  3-1 43  3-2 43  3-3 7
１４個体 4 86  4-P 21  4-1 79  4-2 71  4-3 36  4-4 14
5 100  5-P 50  5-1 100  5-2 50  5-3 21  5-P-1 7
6 100  6-P 14  6-1 50  6-2 7
7 100  7-P 7
8 64
9 7
コシ多 3 100  3-1 70  3-2 70  3-3 15  3-4 8
１３個体 4 100  4-P 15  4-1 100  4-2 92  4-3 62  4-4 15
5 100  5-P 8  5-1 92  5-2 77  5-3 23
6 100  6-P 15  6-1 77
7 92
8 85
































  葉色値の推移を第 6 図に示した． 
































第４表 収穫期における押し倒し抵抗．       
 押し倒し抵抗 株周 試験区    (N/株) （ｃｍ） 
ゆうだい２１ 標準施肥区  9.7 a 23.6 a 
ゆうだい２１ 多肥区  8.9 a 21.7 ab 
コシヒカリ   標準施肥区  3.0 b 19.5 b 
コシヒカリ   多肥区  1.9 b 19.4 b 
注）同一アルファベットの付いた平均値間には Duncan の多重検定による 






 収穫期における第 4 節間の長さ・太さと挫折重，および第 5 節間の長さ・太









第４節間長 太さ 挫折重 第５節間長  太さ 試験区 （ｃｍ） （ｃｍ） （ｇ重/本） （ｃｍ）  （ｃｍ） 
ゆうだい２１ 標準施肥区 11.4 a 0.46 a 442.2 a 5.0 ab 0.55 a 
ゆうだい２１ 多肥区 12.0 a 0.46 a 484.4 a 6.5 a 0.53 a 
コシヒカリ   標準施肥区 9.8 b 0.42 a 341.8 a 4.4 b 0.47 b 
コシヒカリ   多肥区 10.0 b 0.42 a 453.3 a 3.8 b 0.48 b 
注）同一アルファベットの付いた平均値間には Duncan の多重検定による５％水準での有意差が 













第６表 いもち病罹病程度．         
 穂いもち 葉いもち 試験区  発生穂率(％） 発生茎率(％) 
ゆうだい２１ 標準施肥区  21.0 a 7.9 a 
ゆうだい２１ 多肥区  20.6 a 7.8 a 
コシヒカリ   標準施肥区  6.9 b 4.0 b 
コシヒカリ   多肥区  6.9 b 3.4 b 
注）同一アルファベットの付いた平均値間には Duncan の多重検定による 




























































































第８表 収穫期のケイ酸含有率，含有量．      
ケイ酸含有率  ケイ酸含有量 
葉鞘＋茎 葉身 穂  葉鞘＋茎 葉身 穂 試験区 
（％） （％） （％）  （ｇ/㎡） (ｇ/㎡) (ｇ/㎡) 
ゆうだい２１ 標準施肥区 3.60  4.89  2.29   27.18 11.74 10.12 
ゆうだい２１ 多肥区 3.54  5.09  2.11   24.21 10.94 10.80  
コシヒカリ  標準施肥区 3.94  6.27  2.17   15.88 10.66 14.58 




第７表 器官別の窒素含有率，含有量．               
 窒素含有率  窒素含有量 
 葉鞘＋茎 葉身 穂  葉鞘＋茎 葉身 穂 
 
試験区 
（％） （％） （％）  （ｇ/㎡） (ｇ/㎡) (ｇ/㎡) 
最高分げつ期 ゆうだい２１ 標準施肥区 0.98 2.88   2.67 5.62  
 ゆうだい２１ 多肥区 1.10 2.97   2.86 5.61  
 コシヒカリ  標準施肥区 0.97 2.69   1.82 4.52  
 コシヒカリ   多肥区 0.90 2.70   2.69 5.41  
         
出穂期 ゆうだい２１ 標準施肥区 0.63 2.37 1.18  4.20 6.71 1.78 
 ゆうだい２１ 多肥区 0.65 2.27 1.17  4.08 5.79 1.83 
 コシヒカリ  標準施肥区 0.59 2.36 1.15  2.11 4.51 1.38 
 コシヒカリ  多肥区 0.60 2.27 1.11  3.68 5.43 1.64 
         
収穫期 ゆうだい２１ 標準施肥区 0.64 1.76 1.14  4.83 4.22 5.04 
 ゆうだい２１ 多肥区 0.62 1.59 1.14  4.24 3.42 5.83 
 コシヒカリ  標準施肥区 0.53 1.19 1.10  2.14 2.02 7.39 








   
第９表 各試験区における収量．                  
全重 精籾重 藁重 籾/藁 総玄米重 屑米重 屑米比率 精玄米重 試験区 (ｇ/㎡) (ｇ/㎡) (ｇ/㎡)    (ｇ/㎡) (ｇ/㎡) （％） (ｇ/㎡) 
ゆうだい２１ 標準施肥区 1378 a 402 c 976 a 0.41 c 300 c 118 a 39.2 a 182 c 
ゆうだい２１ 多肥区 1420 a 413 c 1007 a 0.41 c 315 c 133 a 42.1 a 183 c 
コシヒカリ  標準施肥区 1518 a 684 a 834 b 0.82 a 564 a 52 b 9.2 b 512 a 
コシヒカリ  多肥区 1480 a 644 b 836 b 0.77 b 520 b 66 b 12.7 b 454 b 
















第 1０表 各試験区における収量構成要素．              
穂数 一穂籾数 総籾数 登熟歩合 千粒重 試験区 (本/㎡) (粒/本) (1000 粒/㎡) （％） (ｇ/1000 粒) 
ゆうだい２１ 標準施肥区 206 b 113 a 23.4 b 20.9 c 19.7 b 
ゆうだい２１ 多肥区 223 b 118 a 26.4 ab 38.2 b 19.6 b 
コシヒカリ  標準施肥区 348 a 95 a 33.0 a 75.8 a 20.5 a 
コシヒカリ  多肥区 363 a 96 a 35.0 a 67.2 a 20.3 a 
注）同一アルファベットの付いた平均値間には Duncan の多重検定による５％水準での有意差 









第１１表 食味計による玄米成分分析．      
ケット成分分析計-700 
蛋白質 アミロース 
含有率 含有率 試験区 評価値 
（％） （％） 
ゆうだい２１ 標準施肥区 71 7.7 18.6 
ゆうだい２１ 多肥区 70 7.7 18.7 
コシヒカリ   標準施肥区 73 7.1 18.6 






















































































































 A plant characteristics and nutrient absorption of “Yudai21” 
Sato Akihiro 
 
By differing quantities of fertilizer application to clarify a plant 
characteristics and nutrient absorption of a paddy-rice cultivar “Yudai21”, 
and  to investigate growth, lodging resistance, disease resistance and a yield, 
I installed a standard fertilizer application plot and much manured plot of 
“Yudai21”. The normal fertilizer application plot and much manured plot of  
“Koshihikari” as a control plot were also established. 
 “Yudai21” had long culm length and ear length, high plant length in 
comparison with “Koshihikari”. In addition, “Yudai21” had tillering 
characteristics as same level as “Koshihikari” or more, but the increase of 
the number of stems was not observed even in much manured condition. 
The number of leaves was slightly higher than “Koshihikari”. As for 
“Yudai21”, its lodging resistance value, which I measured by pushing it 
down, was bigger than “Koshihikari”, because the lower internodes were 
thicker and the circumference of the stock basal part was bigger than 
“Koshihikari”. Furthermore, because breaking resistance was bigger, 
“Yudai21” excelled in lodging resistance. The data about the nutrient 
absorption characteristics such as nitrogen, silicic acid content, and the 
yield and the yield components were not provided, because panicle blast 














































































































































































































































































22．使用した NC アナライザー 
 
 
 
 
 
 
 
24．サンプルのろ過 
 
